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    支配者の論理



  

　深夜二時。すべての窓から明かりの消えた無人のビル。

　裏口の前に立った香坂こうさか明弘あきひろは、社屋を見上げてごくりと喉を鳴らすと、社員全員に渡されている合鍵でドアを開け、警報装置を解除して中にすべりこんだ。

　通路は非常灯に照らされてぼんやりと緑色に染まっている。エレベーターは使わずに階段で六階までのぼり、プレートに《第二企画室》と記された部屋に入る。ドアを閉め、窓にブラインドがおりているのを確認してから、初めてペンライトをつけた。

　まだ若い、鼻すじの通った勝気な顔が、暗闇にぼうっと浮かびあがる。

　めざすデスクは、いちばん奥の窓ぎわにあった。

　ディスプレイを開いたままのノートパソコン。乱雑に積みあげられた書類。底に飲みものの残ったマグカップ。

　ブラインドのすきまから射しこむ月明かりの下、モノトーンの縞になって浮かびあがったそれらのものが、ペンライトのわずかな光の輪の中でだけ、妙にくっきりと色彩をとりもどす。

　ひきだしの一つに手をかけながら、香坂は、酔った篠原しのはら久志ひさしの言葉を思いだしていた。

『くそっ……なんとかして、先に《第二》の手のうちがわかればな……』

　篠原は、香坂の直属の上司で、隣にある《第一企画室》の室長だった。

　《第一企画室》と《第二企画室》は、ふだんは適当に割りふられた仕事を淡々とこなしていて、互いに干渉することはほとんどない。だが、公共機関や大企業相手の大きな仕事が入ってくると、社内コンペというかたちで競いあい、企画の優れたほうがその仕事を担当することになる。

　仕事上の実績は、当然、ボーナスの査定や昇進に響いてくる。仕事の質を向上させようという会社の方針で、それなりの効果は出ているようだったが、必要以上に部署間の対立をあおっているという側面もあった。

　とくに、このところ社内コンペで敗北を続けている《第一》の面々は、《第二》からあからさまに見下されて鬱憤がたまり、なかでも室長の篠原はかなり追いつめられていた。

　善人タイプの篠原は、有能で部下の受けもいいが、ビジネスマンとしての押しに欠けるきらいがある。

　対する《第二》の室長、本間ほんま鋭司えいじは、自他ともに認める野心家で、目的のためなら手段を選ばない。自分たちの企画を通すために、賄賂を使ったり、圧力をかけたりということも平気でする男だ。

　そもそも、本間は現社長の甥にあたり、それだけでも充分に優遇される立場だった。

　そんな不利な状況でも、篠原はこれまで自分を曲げたことがなかった。あくまで公明正大さを貫こうとするその姿勢に、香坂は共鳴し、《第二》に対する反感も手伝って、篠原にほとんど心酔しているような状態だった。

　その篠原が、酔った勢いでか、初めて弱音を口にしたのだ。

　つぎの社内コンペを前にして、《第一》の部署内には、早くも諦めの雰囲気が漂っていた。

　こんどもまた、きっと《第二》に持っていかれる。

　そんな気持ちが全員の士気を奪い、提出される企画案もどこか気が抜けていた。このままでは、本当にまた負ける。香坂ですら感じていた焦りは、篠原の中ではさらに強かったにちがいない。

　どうにかして先に《第二》の方針がわかれば、別の方向から切りこんで、うまくこちらにさらってくることができるかもしれない。

　自分がひと肌脱げば──。

　そう思った香坂は、居酒屋を出て篠原と別れたあと、一人で会社に戻ってきたのだった。

「！」

　探していた書類は、無防備にも、いちばん目立つところに入れられていた。

　震える手でそれをとりだし、恐るおそる一枚目をめくる。

　そのとき、突然部屋の明かりがついた。

「なにをしている」

　香坂は書類を持ったまま凍りついた。

　出入口に、電灯のスイッチを押さえた本間鋭司の姿があった。

　うかつにも、書類を見つけた興奮で、ドアの開く音に気づかなかったのだ。

　骨格がはっきりして、自信に満ちあふれた顔。スーツの似合う肩幅の広い体躯。外見からしていかにもやり手らしい本間は、ゆっくり近づいてくると、香坂の手から書類をとりあげて言った。

「行きづまって、とうとうスパイか？　落ちぶれたもんだな、《第一》も」

　香坂はなにも言えず、顔を蒼白にしてつったっていた。すると本間はさらに言った。

「篠原に命令でもされたのか？」

「違います！」

　反射的に香坂は叫んだ。

　いまになってようやく、自分がおそろしく馬鹿なことをしていたことに気づく。こんなことをして、たとえコンペに勝っても、だれも喜ばない。篠原の顔に泥を塗るだけだ。

　自分も酔って、正常な判断力を失っていたにちがいない。

　だが、悔やんでももう遅かった。本間は意地の悪い笑みを浮かべると、香坂が最も恐れていることを口にした。

「こんなことを部下に命じたとなれば、篠原もただではすまないな。よくて左遷、悪くすれば即刻クビか」

「篠原室長は無関係です！　これは、私が一人で勝手にしたことです！」

　香坂はとっさに土下座した。

「お願いです、信じてください！　私はたしかに、ここの企画を調べようとしました！　ですが、篠原室長は、このことにはいっさい関係ありません！」

　反応がないので、恐るおそる顔を上げると、興味深そうに見下ろしている本間と目が合った。

「たいした忠犬ぶりだな」

　本間はあざけるように鼻を鳴らした。

「だが、たとえ篠原が知らなくても、部下の監督不行き届きで、どのみち処分は免れないだろうな」

「そんな……」

「君も立派な社会人だ。そのくらいの予想はついただろう？」

　香坂は言葉を失ってがっくりうなだれた。だが諦めきれず、床に額をこすりつけてもう一度懇願した。

「私ならどんな処分も受けます！　ですから、どうか篠原室長を巻きこまないでください！　お願いします、なんでもしますから……！」

「なんでも──ね」

　本間の声に、嘲笑とは違う響きがこもった。

「本当に、なんでもするというのか？」

「はッ、はい！」

　勢いこんで答えると、目の前にすっと靴先がさしだされた。

「では、私の靴を舐めろ」

　香坂は、ぎょっとして体をこわばらせた。

　人を馬鹿にするにもほどがある。だが、こんな事態を招いたのはたしかに自分の責任だ。従わなければ、篠原をはじめ《第一》のスタッフ全員に迷惑がかかる。

　必死に怒りを抑え、黒い革靴にそろそろと口を近づけた。よく磨かれているが、下の方に砂のこびりついた爪先。ごくりと唾を飲み、思いきって舌を伸ばす。気持ちが高ぶっていたせいか、味はわからなかった。

「四つんばいのまま、三べん回ってワンと鳴け」

　なかばやけになって、香坂は言われたとおりにした。

「腹を見せて、服従のポーズをしろ」

　これにも従うと、仰向けになった喉の上に足を載せられて、笑いながら言われた。

「なかなか根性があるな。気にいったぞ。どうだ、篠原の忠犬をやめて、私の犬にならないか」

　黙っていると、喉仏をやんわり踏みつけられた。香坂は咳きこみ、慌てて言った。

「──そ、それは……命令ですか……？」

「命令ではない。選択権は君にある。篠原を道連れに破滅するか、篠原を守るために彼を裏切るか。さて、どちらを選ぶ？」

　本間の顔には、勝ちほこったような笑みが浮かんでいる。

　長い葛藤のすえに、香坂は答えを言った。







　社内コンペでは、久しぶりに《第一》の企画が採用された。

　一同が勝利に沸いているなか、香坂は人事部長に呼びつけられ、時期はずれの異動を申しわたされた。

　異動先は、本間の率いる《第二企画室》。

　反目しあっている《第一》と《第二》のあいだでは、ふつう人員の異動は行われない。異例の人事に、《第一》の内部は騒然となった。

「《第二》に異動って、いったいどうなってるんだ？」

「しかも、こんな中途半端な時期に異動だなんて。なにかあったの？」

「香坂、おまえ、なにかやらかしたのか？」

　口々に質問を浴びせてくる同僚たち。

　室長の篠原も、途方にくれた顔で言った。

「どういうことなのか、さっぱりわからない。理由を聞いたか？」

「……いえ、なにも」

　本間のさしがねだろうと見当はついたが、香坂にはそう答えることしかできない。

「こんどの企画は、君が中心になってやっていた。できれば君に、最後まで担当してもらいたかったんだが」

　そう言った篠原は、はっと気づいたように目を見開いた。

「──まさかとは思うが、コンペで負けた腹いせに、君を引きぬいたとか……？」

「まさか、いくらなんでもそんな」

　香坂は顔をひきつらせて否定した。

　それをいうなら、むしろ逆だ。本間は、香坂を自分の傘下に入れる代わりに、わざとコンペの勝ちを譲ったのだろう。

　結果として香坂は、コンペの勝利のために、本間と裏取引したのと同じことになってしまった。あの夜あったことは、永久に自分一人の胸におさめておくしかない。

　香坂は本間のずるがしこいやりかたに歯噛みしたが、ふと、なぜここまでするのかと疑問に思った。

　入社して三年目の自分に、わざわざ引きぬくような価値があるとは思えない。いやがらせのためだけにしては、少々手がこんでいる。

　まさか、自分の手をさらに悪事に染めさせて、一気に篠原を追いおとそうという魂胆なのでは──。

「香坂、《第二》に行っても、がんばれよ」

「またみんなで飲みに行きましょうよ」

「いじめられたら、いつでも戻ってこい」

「まあ、おまえなら、向こうでもうまくやれるさ」

　仲間たちから温かい言葉をかけられ、不覚にも涙ぐみながら、香坂は、足もとの崩れそうな不安と懸命に戦っていた。







　《第二》の内部は、《第一》とはなにもかもが大きく異なっていた。

　《第一》がたいていチーム単位で動いていたのに対し、《第二》は一人一企画方針で、一見みんな好き勝手なことをしているような印象を受ける。

　だがよく見れば、それぞれ案を練ったり、資料を調べたり、リサーチのために外へ出かけたりと、無駄なく動いていて、むしろ仕事に向かう態度は積極的だ。

　ちゃらんぽらんに見える者でも、目つきはぎらぎらしている。だれもが、人より少しでも抜きんでようと必死になっているようだ。徹底した個人主義、弱肉強食の世界だった。

　香坂が移ってきても、だれ一人として注意を払わず、香坂は歓迎されていない空気をひしひしと感じた。

「君の席はここだ。君に担当してもらう企画の要件は、この書類に書いてある。いまある資料は、そこに積んであるもので全部だ。それ以外に必要なものは自分で集めろ。いいか、くれぐれも《第一》に劣るような企画を立てるんじゃないぞ」

　一同に香坂を紹介することもなく、本間はそれだけ言うと、さっさと席について自分の仕事に戻ってしまった。

　香坂は、しかたなく黙って腰を下ろし、あてがわれた書類に目を通しはじめた。結局その日は、ほとんどだれとも口をきかないまま終わっていった。

　それから数日のあいだ、香坂は、居心地の悪い環境を遮断するように、がむしゃらに仕事にとりくんだ。

　約束は約束だ。自分は本間の出した条件を呑んだ。つらいからといって辞職などすれば、すべてが水の泡になる。どうあっても乗りきらなくてはならない。

　そんな思いで一日一日過ごすうち、はじめ無視するような態度だった同僚たちが、ちらほらと話しかけてくるようになった。

　なかでも、小野おの博ひろしという同年代の男は、外出のついでに差しいれを買ってきたり、昼食に誘ったりと、妙に積極的に近づいてきた。

「香坂さん、《第一》ではキレ者だったんですって？」

　定食屋のカウンターで並んで昼食をとりながら、小野はさりげない口調で言った。

「まさか。私はまだ経験も浅くて、たいした仕事はしていませんでしたよ。どこからそんな冗談が」

「こないだの社内コンペ、《第一》の企画は香坂さんが考えたものだって聞きましたよ？」

「代表者は私になっていましたが、みんなで考えたものです。私の手柄じゃありません」

「できる人は、言うことも謙虚なんですかね」

　小野は絡みつくような視線を向けてきた。

「じつをいうと、《第一》のホープを引きぬいてきたから、みんなもそれに負けないようにしろって、室長にハッパかけられたんですよ」

　どうやら小野は、香坂にライバル意識を燃やしているらしい。

　小野の態度に合点がいくと同時に、香坂は内心憮然とした。

　本間は、いったいどういうつもりでそんなことを言ったのだろう。香坂を孤立させていびろうという魂胆なのか。それとも、香坂をだしにして、スタッフに喝を入れようということか。

　どちらにしても、いたたまれないことこのうえない。

　終業時間になると、香坂はまっすぐ本間の席へ飛んでいって詰めよった。

「室長、お話したいことがあるのですが」

　下を向いて書類を見ていた本間は、じろりと見上げ、ついで薄く笑みを浮かべた。

「ここでは言えないような話なのか？」

「少々長くなると思いますので」

　負けずに食いさがると、本間は書類をファイルにしまって立ちあがった。

「では場所を変えよう。来たまえ」

　連れていかれたのは、ほかの階にある小会議室だった。役員会議などに使われる部屋で、ふだんはめったに人の出入りがない。

「さて、どういう用件かな？」

　楕円形の大テーブルの上座にある椅子を引き、横柄な態度で腰を下ろすと、本間はからかうように尋ねてきた。

　本間のしぐさの一つひとつから、自分の弱い立場を思いしらされる。

　香坂はテーブルの横に立ったまま、屈辱感を味わいながら口を開いた。

「みんなに私のことを、《第一》のホープだったとおっしゃったそうですね。いったいどういうつもりなんですか」

「なにがだ。本当のことだろう？」

「馬鹿にしないでください。自分の実力は、自分がいちばんよく知っています」

「そうともかぎらないだろう。私の目から見て、君は《第一》なんかに置いておくには惜しい人材だった。それのどこが、君を馬鹿にすることになるのかね？」

「だから、そんな嘘を平気で言うところがです」

　香坂は怒りで顔を赤くした。

「あなたが私を《第二》に引きこんだのは、なにか考えがあってのことでしょう？　私のような凡人を引きぬいても、あなたにはなんのメリットもない。いったいなにをたくらんでいるんですか？」

「私は馬鹿な犬を欲しいとは思わない。あんな交換条件を出したのは、君にそれだけの価値があると思ったからだ。それがわからないのか？」

「わかりませんね。あなたは、自分の得にならないことをするような人ではないと思います。私を手もとに置いて、あなたにどんな得があるんですか？　犬になれというのは、ひょっとしてなにか悪いことを──」

「そうぎゃんぎゃん喚くな」

　本間は香坂の言葉を遮ると、ゆっくり椅子から立ちあがった。

「雉も鳴かずば撃たれまい──ということわざは知っているだろう？」

　ドアに内側から鍵をかけて、香坂に向きなおる。

「見逃してやるつもりだったが、気が変わった。いいだろう。そんなに知りたいというのなら、君を引きぬいた本当の理由というのを、いまから教えてやろうじゃないか」

　いきなり腕をとられてテーブルにうつぶせに押さえつけられ、香坂は驚きに息を詰まらせた。

「いやなら声を上げて抵抗しろ。ただし、その場合は取引は無効だ。君のしたことがいま明らかになれば、《第一》の面目は丸つぶれ。篠原どころか、《第一》の存在自体危うくなるぞ」

　ズボンのベルトをはずされた時点で、本間がなにをしようとしているのか想像がついた。悪寒が走って、恐怖に心臓をわしづかみにされる。

　だが香坂は逃げられなかった。篠原の顔が脳裏をよぎり、気のいい《第一》の面々が浮かんでは消える。

　とはいえ、香坂の行動を決定づけたのは、彼らを守りたいという正義感や愛情ではなかった。自分の名誉を失いたくない、彼らに蔑まれたくないという保身の気持ち。

　それに気づいたとたん、香坂は激しい自己嫌悪に陥った。抵抗する気力を失って、がっくりとテーブルに顔を伏せる。

　ファスナーを開けられ、下着ごとズボンを引きずりおろされた。直接空気に触れた素肌がひんやりして、無意識に身震いする。自分がいまどんな格好をしているか想像すると、羞恥と屈辱にめまいがした。

　むきだしになった臀部の双丘を割られ、肛門になにかを塗りつけられる。敏感なひだの上をすべる指先。くすぐったさと恥ずかしさのなかに、かすかな、だが明らかな快感が混じっているのに気づき、愕然とする。

　指先が押しこまれると、全身の毛が一気に逆立つような感じがした。想像していたような苦痛はなく、ぬめった指の侵入をやすやすと許してしまう。

　根もとまでうずめられ、ゆっくり内壁をなぞられると、排泄の衝動に似た戦慄が走り、急に無力になってしまったような情けない気分になった。

　潤滑剤を塗りこめられ、指の数をふやされて、根気よくほぐされる。永劫に続くのではないかとも思える恥辱のひととき──。

　やがて、コンドームの封を切る耳慣れた音が聞こえてきたときには、香坂はむしろ安堵を覚えたぐらいだった。

　だが、苦痛はそこからだった。

「──ッ！」

　押しやぶられるような強烈な痛み。

　先ほどまでとは比べものにならないほど強く引きのばされ、ねじこむように押しつけられる。

　思わずずりあがったが、引きもどされて、さらに強引に押しこまれた。

　入口の組織が、引きさける直前まで伸びきり、ずきずきと痛む。

「力を抜け」

　そう言われても、声を出さないようにしているのが精いっぱいだ。

「大きく息をしろ。ほら、吸って、吐いて──」

　苦痛から逃れたい一心で、香坂は本間の言葉に従った。息を吐いたとたん、容赦なく突きいれられ、こらえきれず呻き声が漏れた。

「どうだ、全部入ったぞ」

　本間の声が遠くに聞こえる。入口はあいかわらず痛むばかりで、本当に全部入ったのかどうかよくわからない。

　しばらくするとようやく、中に異物を詰めこまれた違和感がじわじわとこみあげてきた。

　みっともなく腰を突きだし、男に犯されている。

　そのことを実感すると、どうしようもなく情けなく、腹立たしく、いまさらながらに自分の過ちが悔やまれてならなかった。

「わかったか、これが私の本当の目的だ」

　本間が淡々と言った。

「知ったからには、これからぞんぶんにつきあってもらうぞ。覚悟はいいな？」







　望んでもいない対抗意識にさらされる毎日。さらにこんどは、耐えがたい辱めまでが加わった。

「尻を出せ。ぐずぐずしていると、みんなが出社してくるぞ」

　ひと足早く会社に呼びだされ、オフィスの真ん中で下半身をさらすよう命じられる。

　唇を噛みしめて従うと、肛門に潤滑剤を塗られ、凹凸のある短い棒のようなものを押しこまれた。

「拡張用のプラグだ。少し慣れてもらわないと、私が楽しめないからな」

　根もとまでおさめた上を、粘着テープでしっかり固定され、もとどおり衣服を身につけさせられる。

「今日一日、このままで仕事をしろ。仕事は仕事だ。手を抜いたり怠けたりすれば、今日のノルマが終わるまで残業してもらうからな」

　埋めこまれたプラグよりも、粘着テープのごわつきのほうが気になった。足の運びがもたついて、どうしても歩きかたがぎこちなくなってしまう。テープのこすれる音が外にまで聞こえないかと、動くたびにひやひやする。

　そこにばかり意識がいってしまって、仕事どころではない。

　香坂の異状に目ざとく気づいた小野が、近づいてきて声をかけた。

「どうかしたんですか？　顔色が悪いですよ」

「……い、いえ、別に。きのう夜更かししたので、そのせいかもしれません」

「ふうん……それならいいんですが。体調が悪いなら、むりせず早退したほうがいいですよ」

　小野がちらちらと振りむきながら去っていくと、入れかわりに本間がやってきた。

「どうした、降参か？　降参なら、取引は白紙だぞ」

「いえ、平気です……！」

　意地をはって背すじを伸ばすと、その拍子に、プラグで内壁を強くえぐられた。

　思わずデスクの端をつかみ、体をこわばらせて衝撃の波が去るのを待つ。

　苦痛と呼ぶには鈍い、だがたまらなく不安になる未知の感覚。広げられたままの入口がしびれてうずき、異物によって内部が傷つけられはしないかという恐怖の下に、満足感に似た奇妙な安らぎが潜んでいる。

　その感覚は、まるでいまの香坂の精神状態そのものだった。

　犯した罪の代償として、服従的な立場に甘んじなければならない苦痛。だが、本間の真意がわかったいまは、これ以上悪いことが起こることを想像して怯える必要はない。言うなりになっていれば、社会的地位は守られるという卑怯な安堵感は、埋めこまれた異物によって与えられる安らぎと、どこか通じるものがあった。

　屈辱と表裏一体であるという意味でも、その安堵感と安らぎとは似通っていた。体の奥に感じる違和感は、突きつめれば快感の一種と認める以外になく、そのことがよりいっそう香坂のプライドを踏みにじる。

　結局その日は一日仕事にならず、最初に申しわたされたとおり、香坂は残業を命じられた。

　無人になった部屋の中で、みじめな思いを噛みしめながらデスクに向かっていると、しばらくして本間が戻ってきた。

「まだ終わらないのか」

　おもしろがるような口調で言われて、屈辱に体がこわばる。

「しかたがないな。取ってやるから、尻を出せ」

　香坂はぎくしゃく立ちあがると、黙ってズボンと下着を下ろし、デスクの上に両手をついて腰を後ろに突きだした。

　粘着テープが剥がされ、プラグがゆっくり引きぬかれる。

　最も太い部分が入口を通りぬけた瞬間、ぞっとするような快感が湧きあがり、香坂は息を荒くした。

　体にぽっかり穴が開いて、伸ばされっぱなしだった肛門が緩んでいるような違和感がある。

「今日はもう帰っていい」

　本間は、わざと香坂の目の前でプラグを拭いながら言った。

「だが、明日からも毎日これを入れてもらうぞ。仕事を進めたかったら、早く慣れることだ」







　週末になると、当然のように本間の自宅に呼びつけられた。

「ここで靴を脱いだ瞬間から、君は私の犬だ。衣服はいっさい身につけてはならない。二本足で歩いてはならない。言葉も、私が許可したとき以外は使ってはならない」

　セックスの相手をさせられるだけだと思っていた香坂は、それを聞いて凍りついた。

　だが、自分に拒否権はない。覚悟を決め、靴を脱いで玄関に上がりこむ。

　本間の視線に促され、むしりとるようにして服を脱いだ。一糸まとわぬ姿で四つんばいになると、「いい子だ」と言われて頭を撫でられ、革製の太い首輪をはめられた。

　怒りと屈辱で頭に血がのぼる。

　だが、本間は香坂の顔色など気にするふうもなく、先に立って奥の方へ向かった。

「こっちへ来い」

　香坂は一瞬ためらってから、慣れない四つ足でぎこちなくあとに従った。

　３ＬＤＫの広いマンション。連れていかれたのは、いちばん奥にある寝室で、四つんばいのままベッドに上がるよう言いつけられる。

　そのとおりにすると、家畜の品定めでもするような手つきで全身を撫でまわされ、臀部のはざまを指でなぞられた。

「どうだ、少しは慣れたか？」

　指先でつつくようにいじられると、ぞくっと明らかな快感が駆けぬけた。

　連日プラグを装着させられていたせいで、入口付近がひどく敏感になってしまっている。たえまなくうずいていて、ときおり激しいかゆみに襲われるが、自分でそこに触れるのはプライドが許さない。掻きむしりたい衝動を必死にこらえるのは、拷問ともいえる苦しみだった。

　ずっと我慢していたうずきが癒されるだけで、不覚にも恍惚としてしまう。潤滑剤を塗られ、指を挿入されても、感じるのは快さだけだった。

　太い指で内壁をなぞられ、ゆっくり出し入れされる。入口が刺激されるたびに肌が粟立ち、指の関節が抜けでるときには、甘い戦慄が走る。

　ふいに尿意のような衝動を感じ、香坂はぎくっと体をこわばらせた。

「感じるか？」

　本間が淡々と訊いてくる。

　感じるというより、むしろ不快だった。ふたたび内側から会陰のあたりを圧迫される。漏らしてしまいそうな感覚に襲われ、香坂は思わず腰を引いた。

「どんな感じだ？」

「き……気持ち悪──」

「だれが人間の言葉でしゃべっていいと言った」

　ぴしゃりと言われ、香坂は反射的に身をすくめた。

　質問をしておいてしゃべるなという理不尽な指示に、強い憤りを感じるが、反抗すればこの責め苦が長びくのはまちがいない。しかたなく口を閉ざし、身をよじって逃れようとすると、あいているほうの手で性器を握られて引きとめられた。

　さらに強く、執拗にその一か所をもみこまれる。

「う…………う……く……」

　身悶えることもかなわず、香坂はシーツに顔をうずめて呻いた。

　このまま失禁してしまったらと思うと、情けなさに涙がにじむ。

　だがしばらくすると、唐突に指を抜かれた。

「慣れればこれが気持ちよくなる。まあ、これからじっくり時間をかけて開発してやろう」

　つづいてみしりとベッドがきしみ、本間が上がってくる気配がした。

　もう一度念入りに潤滑剤を塗られ、熱い肉塊を中心に押しあてられる。

　最初のときほどではなかったが、やはりそれは大きな苦痛をともなった。入れられただけでなく、こんどは抜き挿しもされたのでなおさらだった。

　入口を限界まで引きのばされ、めくりあげるように内壁をこすりたてられる。あまりにも強烈な感覚に、肉体的苦痛よりも恐怖感のほうが上回り、ともすると体が勝手に逃げようとした。こらえきれず嗚咽を漏らすと、なだめるように性器をこすられ、少しペースが落とされた。

　だが、いくら刺激されても性器は反応を示さず、ゆっくり摩擦されることで、後ろの感覚はかえってくっきりと浮かびあがる。

　呻きながら必死に耐えていると、首輪をはずされて言われた。

「首輪をはずしているあいだは口をきいてもいいぞ。──苦しくて感じるどころではないか。どうする、もうやめにするか？」

　やめにするとは、このばあい、行為そのもののことだけでなく、取引のことも含まれているのだろう。

「……い、いいえ……」

　強情に首を振ると、重ねて言われた。

「こんな目にあっても我慢するというのか。君はもう《第一》の人間ではない。篠原に義理立てする必要もないだろう？　それとも、いまになったら、自分の罪を暴かれるのが怖くなったか？」

　図星をさされて、香坂はびくりと震えた。

　自分の醜い本音を知られてしまった羞恥と絶望で、一気に体の力が抜ける。

　ぐったりと沈みこんだ顎をつかまれ、斜め上にねじあげられた。

「そう落ちこむことはない。人間とはそういう生きものだ。安心しろ、私は自分の飼い犬を捨てるようなことはしない。私の犬でいるかぎり、君のことは守ってやる」

　香坂は、あの夜以来初めて、自分の敗北を実感した。







　体が慣れてくると、仕事中にプラグをはめられることはなくなった。その代わり、仕事そのものについては、内容の質を厳しく求められた。

「これでは裏づけが甘すぎる。もっと資料を集めろ」

「奇抜な企画なら、だれにでも立てられる。ユニークかつ実用的な企画でなければ、競争には勝てないぞ。最初から考えなおせ」

「内容がよくても、アピールが弱くては話にならない。ひとことで相手を唸らせるコピーを考えろ」

　ほかのスタッフの前でも、かまわず大声で叱咤される。哀れむような視線が向けられるが、以前の対抗意識まるだしの視線に比べれば、まだましだった。

　それに、本間の指摘はいちいち的を射ている。言われたことをふまえて修正すれば、最初の企画よりもまちがいなく数段よくなり、クライアントの反応もよかった。

　悔しいが、企画室長としての本間には脱帽せざるをえない。

　気がつけば香坂は、毎日の勤務にはりあいを感じるようになっていた。心なしか、視野が広くなり頭の回転が速くなったように感じる。これまで三時間かかっていた仕事が一時間でこなせるようになり、本間から叱責される頻度もじょじょに減った。

　全員でわきあいあいやっていた、だが効率がいいとはいえなかった《第一》時代が、いまとなっては夢のようだ。ここで本間にしごかれていると、自分がこれまでまともに仕事をしていたのかどうかさえ、疑わしく思えてしまう。

　仕事を離れたベッドの上でも、本間は香坂にステップアップを要求した。

「自分でしごいて、このまま出してみろ」

　あおむけの状態で貫かれたまま、そんなことを言われ、香坂は耳まで赤くなる。

　だが、首輪をはめられているときには、口ごたえは許されない。羞恥心と戦いながら、やっとのことで自分の性器に指を絡め、そろそろとこすりはじめる。

　緊張のあまり、なかなか硬くならない。

　目をつぶっていても、顔に突きささる本間の視線を感じる。楔を打ちつけられた部分のほうが気になって、前に意識を集中することができない。

　それでも本間が辛抱強く待っているので、あれこれ想像してどうにか勃たせ、強引にラストスパートをかけた。

　激しい緊張と、それにつづく弛緩。

　自分の腹部に熱い飛沫を受けて放心しているところに、こんどは後ろを突きあげられ、もてあそぶようなやりかたで抜き挿しされた。

　前立腺をこすりたてられても、以前のように切迫した衝動は覚えない。出したあとなので、いまはことのほか鈍く、それがかえって、背すじのざわつくような快感を浮きあがらせる。

　本間が達するまでのあいだ、香坂ははからずも、安らかといってもいい心地よさを享受した。

　それからしばらく同様のやりかたがくりかえされ、香坂がたやすく出すことができるようになると、こんどは本間の手で達することを強要された。

　首輪をはずされ、どこをどう刺激するか言葉で指示するように命じられる。

「どうしてそんなことを……」

　さすがに耐えきれず泣きごとを言うと、体を撫でられ、胸に唇を押しあてられて、自信たっぷりの顔でささやかれた。

「私は君を征服したい。同じ男ならわかるだろう？　私によって君が快感を得られなければ、君を完全に攻略したとは思えないからだ」

　香坂は泣く泣く命令に従ったが、欲望の対象でもない相手に愛撫されても、そう簡単に高ぶれるものではない。さんざん「もっと速く」だの「もっと先の方を」だの、屈辱的な言葉を言わされたあげく、最後には結局自分でしめくくるしかなかった。

　本間の手で達することができるようになると、つぎには、前を愛撫されながら同時に後ろも攻められた。それもクリアすると、こんどは後ろだけで感じる訓練をされた。

　無垢だった体が、本間によって塗りかえられていく。

　そのことに恐れを感じながらも、いちど快感を覚えると、本間とのセックスに以前のような抵抗を覚えることはなくなった。現金な自分の心変わりに、香坂はまたしても打ちのめされる。

　本間はある意味紳士的で、事が終わると丁寧に後始末をし、披露困憊した香坂が休んでいるあいだ、なにくれとなく面倒をみた。そのひとときに安らぎを覚えてしまう自分も、香坂は許せない。

「室長には、恋人とか、決まった相手はいないんですか？」

　熱い蒸しタオルで下半身を拭われながら、ふと香坂が尋ねると、本間はいつもの淡々とした口調で答えた。

「恋人はつくらない。仕事と自分とどちらが大切かなどと、くだらない質問をされたくないからな。私に必要なのは、職場でもベッドの上でも聞きわけのいい有能な犬だ」

　自分のことをいわれているのだとわかって、香坂は鼻白んだ。

「私は有能ではないと思いますが。室長は、たまたま私の弱みを握ったから、私を飼おうと思っただけでしょう？」

　すると本間は、なぜかいらだったような声で言った。

「不必要に卑屈になるのはよせ。前にも言ったように、私は実力を買って君を引きぬいた。《第二》のだれよりもとはいわない。だが君は充分に有能だ。現に君はいま、それなりに実績を上げているだろう？」

「室長の指導があるからです」

「指導しても、教えたようにできない者のほうが多い」

　本間は軽く溜息をついて続けた。

「──適材適所という言葉があるだろう。君は、チームの中で行動するより、スタンドプレイで実力を発揮するタイプだ。じっさい、あの晩の行動も、君のスタンドプレイだった」

「それで見事にしくじったわけです」

　本間はにやりと笑った。

「あのときほど、巡りあわせに感謝したことはなかった。どうして私が、あんなタイミングであの部屋に現れたと思う？　私はつねづね、君を引きぬきたいと考えていた。あの晩偶然、街で君を見かけ、話しかけるチャンスを狙ってあとをつけていたのだよ」

　香坂は思わず本間の顔を見つめた。

　本間は目もとに、からかうような笑みをにじませている。

　つい期待してしまいそうになり、香坂は慌てて自分をたしなめた。

　駄目だ、信じるな。こんな甘言は、犬をしつけるために誉めるのといっしょだ。犬が言いつけに従ったら、褒美として大げさに誉めてやる。それと同じことだ。だから、過剰に期待してはいけない。期待しすぎれば、あとできっと手痛いしっぺがえしが──。

　だが、本間にそっと腕を撫でられただけで、陶然とする喜びを感じてしまい、香坂は動揺を押しかくすように目を閉じた。







　次の社内コンペでは、古参スタッフの案が《第二》の企画として提出されることになった。

　コンペには通常、室長と企画の責任者が出席する決まりだったが、研修という名目で、香坂も同席を命じられた。

　《第一》から出席したのは、篠原室長と、香坂と同期入社だった広尾ひろおという男。久しぶりに会う篠原は、あいかわらずおっとりした雰囲気で、香坂の顔を見ると、屈託のない微笑を浮かべて目礼してきた。

　数人の役員と、営業部の担当者たちの前で、両企画室の責任者が、それぞれ自分の企画について説明する。つづいて質疑と応答。ひととおりのやりとりが終わると、結論は後日営業会議にかけて、ということで、その場は解散となった。

　本間と古参スタッフに少し遅れて、香坂が会議室から出ようとすると、篠原に声をかけられた。

「噂に聞いたが、がんばっているようじゃないか」

「篠原室長、お久しぶりです」

　少し後ろめたさを感じながら、香坂は平静を装って頭を下げた。

「君の企画は、中身があって、クライアントの評判もいいと、営業の人間から聞いたよ。本間くんも、さぞ鼻が高いことだろう」

　篠原に他意はないのだろうが、香坂はちくりと良心の呵責を覚えた。もともと篠原の名誉を守るためだったとはいえ、彼のライバルである本間のもとで実績を上げている自分をかえりみると、篠原に対して申し訳ない気持ちになる。

「ずいぶん印象が変わったね」

　篠原といっしょにいた広尾も言った。

「なんというか、貫禄が出てきて、いかにもやり手のビジネスマンという雰囲気だ。僕も負けられないな」

　温かで穏やかな物言い。懐かしい《第一》の空気に触れて、香坂の胸につかのま郷愁の念が宿った。

　だがその甘酸っぱい気持ちは、本間の冷淡なひとことでかきけされた。

「香坂、なにをぐずぐずしている。行くぞ」







　その夜、本間は、いつもよりも激しく香坂を抱いた。

　首輪をはめられた香坂は、ただなされるがまま、快感と苦痛の嵐に翻弄されるしかなかった。

　小刻みに激しく突きたてられ、ときおりリズムを崩して深く突きあげられる。苦悶の声を上げると、さらに深く押しこまれ、息もできないほど容赦なく攻めたてられた。

　乳首に歯を立てられ、片手で乱暴に性器をしごかれる。本間好みにしこまれた香坂の体は、そんな愛撫にもことごとく反応し、先端から悦びの蜜をこぼす。

　突かれるたびに、うねるような官能の波が押しよせ、しだいに苦痛を圧倒して、それが感覚のすべてとなる。

　激しく求められることに喜びを感じ、それに気づいて自己嫌悪に陥ったが、それらの感情もすべて暴風のような性感に吹きとばされ、やがて香坂はなにも考えられなくなった。

「いまでもまだ、篠原についていきたいと思っているか？」

　行為の荒々しさとは対照的に、本間は静かな口調で言った。

「篠原は、私とはタイプが違うだけで、あれはあれで有能な男だ。彼のもとでも、充分にいい仕事はできるだろう。どうだ、あの晩のことは不問に付すといったら、もう一度《第一》に戻りたいか？」

　快感だけで頭がいっぱいで、香坂ははじめ、なにを言われているのかよく理解できなかった。しばらくしてその意味が浸透してくると、こんどは本間の意図がわからず、言いしれない不安を覚えた。

　首輪がはずされないということは、答えが求められているということではないわけだ。

　少し正気に戻ってじっと見つめると、本間は淡々と続けた。

「私はつねに上を望む。馬鹿な犬よりも優秀な犬、わがままな犬よりも忠実な犬。忠実な犬でも、暴力に怯えて従うだけの犬はいらない。前の飼い主に尻尾を振るような犬も、忠実な犬とはいいがたい」

　本間の言葉を聞きながら、香坂は、本間が自分を捨てるつもりかもしれないという考えに思いいたり、呆然とした。

　それは本来なら、喜んでしかるべき事態だった。あの夜の出来事を暴露されないというのなら、これ以上本間に仕える義理はない。大手を振って篠原のもとに帰れるということだ。

　だが、じっさいに香坂が感じたのは、本間に突きはなされたような寂しさと不安だった。

　もはや、情が移ったというレベルではなかった。気がつけば、《第一》に所属していたころのことは、懐かしいだけの色あせた思い出になっている。

　いま、香坂の中で鮮やかな色彩を持っているのは、本間とともにあるこの毎日だけだ。

　言わなければならない。

　香坂は片手を上げ、首輪の留金に指をかけた。

　自分の言葉で、本間にこの気持ちを伝えなければならない。

　留金を緩め、なじんだ革のベルトを首から抜きとる。

「もう、戻るつもりはありません」

　はずした首輪をベッドの端から落として、香坂は言った。

「私はあなたの犬です。犬は、三日飼われたら恩を忘れません。たとえあなたに石を投げられても、私はあなたについていきます」

　鋭い本間の目が、微笑むようにわずかに細められた。

　だが本間は、いつもの淡々とした口調で、ひとことだけこう言った。

「合格だ」







【完】


  




支し配はい者しゃの論ろん理り











著者　　松浦まつうら 巽たつみ
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月夜見ライブラリーより
夏川まどかのTL小説、松浦巽のBL小説

電子書籍ストアにて好評発売中
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夜霧は血の匂い

著者　松浦巽






酔いつぶれた工藤が目覚めると、隣には見知らぬ裸の少年が。カオルと名乗ったその少年には、見事な犬歯が生えていて……。

同じころ、市内で連続猟奇殺人事件が発生する。被害者の首すじには、いずれも吸血鬼に噛まれたような傷痕が残されていた。犯人はカオルなのか？

刑事と家出少年をめぐるBLホラー小説。
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ささやかな誤算

著者　松浦巽






元刑事の片倉は、会長命令で社内の機密漏洩問題を調査するうち、エリート青年・野上に目をつける。
野上は別会社の役員と通じていたが、２人の関係はそれだけではなかった。
野上の意外な一面を知った片倉は、彼に強く惹きつけられる。そして野上もまた……。
欲望の奥に潜む愛情。男たちのサスペンス＆ラブ・アフェア。
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支配者の論理

著者　松浦巽






魔が差した。たった一度のその軽挙が、香坂の人生を変えた。
尊敬する上司のため、情報を盗もうとライバル部署に忍びこんだ香坂。ところがそれを、相手のボス・本間に見つかってしまう。
「ばらされたくなければ、私の犬になれ」
脅迫されて本間の傘下に移った香坂を待っていたのは、犬扱いされる屈辱的な調教の日々だった。
はたして本間の真意は……？
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